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1．はじめに

私は 2015年 3月 26日（木）から 29（日）にか
け，日本大学理工学部船橋キャンパス／薬学部で開
催された「日本化学会第 95春季年会」に参加し，
『タンデム二量化ペプチドを用いる金属ナノ粒子の
合成』をテーマに口頭発表を行った．

2．研究背景

金ナノ粒子はセンサーや触媒などへの応用が期待
される金属材料である．特に金ナノロッドは光熱変
換特性を利用するフォトサーマル療法への応用が期
待されており，CTAB（cetyltrimethylammonium bro-

mide）を用いる金ナノロッド合成法が主流である．
しかし，CTAB が細胞毒性を持つ界面活性剤である
ことが問題点となっている．本研究室においては，
RU-006（Ac-AIAKAXKIA-NH2, X＝L-2-naphthylala-
nine）がディスク状集合体を形成する特性を活かし

て，集合体内部空間を鋳型とする金ナノ粒子合成に
ついて検討し，ペプチド集合体が金ナノリボン合成
の鋳型となることを明らかにした．また，日本化学
会第 94春季年会において，β シート性ペプチド
RU-003（Ac-AIEKAXEIA-NH2, X＝L-2-naphthylala-
nine）をリンカーを介してタンデムに二量化する
と，リンカーの長さに依存してヘアピンの構造が誘
起されることを明らかにした．
そこで本研究では，RU-006をリンカーを介して

タンデムに二量化したペプチドを鋳型とする金ナノ
粒子合成について検討し，鋳型の多様化を試みた．

3．実験方法

RU-006をリンカーを用いて直列に二量化したペ
プチドを Fmoc 固相合成法で合成し，HPLC で精
製，MALDI-TOF-MS で同定した．得られたペプチ
ドを超純水中で 7日間自己集合化させ，集合化形態
の評価を行った．その後，それらを鋳型として種々
の条件において金ナノ粒子の合成を行った．

4．結果と考察

RU-006二量体は CD および IR より，ランダム
構造と平行 β シート構造を併せもつ構造であるこ
とが確認された（Fig. 2）（Fig.3）．また，TEM 観察
の結果より，ネットワーク構造体を形成することが
確認された（Fig. 4 a）．
集合化前のペプチドに塩化金酸を添加，水中でイ
ンキュベートすると（［Peptide］＝25 μM，［HAuCl4］
＝50 μM），球状金ナノ粒子が得られた（Fig. 4 b）．
また，集合化させる際に溶媒に 30％エタノールを
用いたところ，金ナノリボンが得られた（Fig. 4
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Fig. 1 RU-006の構造式

Fig. 2 各ペプチドの CD スペクトル
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c）．以上の結果より，RU-006二量体を鋳型として
金ナノ物質を合成する際に，集合化時の溶媒の極性
を変化させることで，得られる金ナノ粒子の形態を

制御可能あることが分かった．

5．まとめ

今回の研究において，集合化時の溶媒の極性によ
って得られる金ナノ粒子の形態を制御できる可能性
が示唆された．今後は，これらを発展させてリンカ
ー長と金ナノ結晶の形態の関連性について研究して
いきたい．

6．おわりに

今回がはじめての学会参加だったため発表に少し
焦りが出てしまった．しかし，多くの方が自身の研
究に興味を持ってくださり，1年間続けてきた研究
が有意義であったと感じ取ることができた．また，
他のグループの研究を知ることで自身の中で新しい
考えにつながった．そういった意味でも実りのある
学会発表になったと思う．これからは，指摘された
疑問や問題点に着目してより発展した研究を行って
いきたい．

Fig. 3 各ペプチドの ATR-FT-IR スペクトル

Fig. 4 RU 006-Aoc（8）-RU 006での各条件での
TEM イメージ
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